
　高温多湿な夏場は、食中毒を
引き起こしやすい時期です。食
中毒の主な原因は細菌です。腸
管出血性大腸菌やカンピロバク
ター、サルモネラなどの細菌は、
肉や魚などの食材に付着してい
るものと考えましょう。
　食中毒は、飲食店などの外食
だけでなく、家庭でも発生しま
す。家族のうち全員には症状が
出なかったりする場合もあるた

め、食中毒であると認識されな
いケースも少なくありません。
　家庭では特に台所に注意が必
要です。食品や調理器具などは、
細菌が付着したり増殖しやすい
場所と言われています。
　食中毒を防ぐ 3原則は、細菌
を①つけない②増やさない③殺
菌することです。細菌を食べ物
に「つけない」ように、せっけ
んで小まめに手を洗い、清潔に
保ちましょう。食品の保管も密
封容器に入れたり、ラップをか
けたりすることが大事です。
　食べ物に付着した細菌を「増
やさない」ように、低温（10℃

以下）で保存することが重要で
す。夏場は常温でも急速に細菌
が増殖するので、購入後できる
だけ早く冷蔵庫に入れましょう。
冷蔵庫に入れても、細菌はゆっ
くりと増殖するので、過信せず、
早めに食べることが大事です。
　「殺菌」するためには、加熱処
理が最も有効です。肉や魚はも
ちろん、野菜なども加熱して食
べれば安全です。特に肉料理は
中心部を 75℃で１分以上加熱す
ることが目安です。
　食中毒は、家庭内でも身近に
潜んでいる危険があるのでご注
意ください。

杉生　訓昭　医師
（吉備医師会から）

見逃せない食中毒予防
食中毒

改正道路交通法が施行されました

監修・問い合わせ　総社警察署（☎９４－０１１０）

　平成 26年中、県内で自転車が
関係する事故は2060件発生して
います。人身事故は毎年減少傾
向にありますが、そのなかで自
転車が関係する事故は約２割を
占める状態が続いています。
　自転車が事故を起こす主な原
因のうち、「安全不確認」、「一時
不停止」、「信号無視」が約６割
を占めています。自転車は幅広
い年齢層に利用される便利な乗
り物ですが、道路交通法上は車

両。自動車と同じように交通ル
ールを守り、信号無視や一時不
停止などの交通違反は絶対にし
てはいけません。事故を起こし
た際、携帯電話を使用していた
ケースも違反の対象となります。
　改正道路交通法の施行により、
６月１日から信号無視や一時不
停止など、特定の危険行為を過
去３年以内に２回以上繰り返す
と、「自転車運転者講習」の受講
が命じられるようになりました。
　講習内容は、違反者の特性に
応じた個別的指導を含む３時間
の講習（講習手数料の標準額は
5700 円）で、受講命令を受けて
から３か月以内の指定された期

間内に受講しない場合には、５万
円以下の罰金が課せられます。
　事故を誘発する運転を危険行
為として明文化し、自転車の運
転者が「加害者」になる深刻な
事故を抑止するのが、この講習
の目的です。
■岡山県自転車安全利用５則
① 自転車は、車道が原則、歩道
は例外
②車道は左側を通行
③ 歩道は歩行者優先で、車道よ
りを徐行
④ 安全ルールを守る（飲酒運転、
二人乗り、並進の禁止、夜間
のライト点灯など）
⑤子どもはヘルメットを着用

広報クイズ
　今月の『広報そうじゃ』
を読んで、次のクイズに答
えてください。
　Ｑ1　昨年のゆるキャラグ
ランプリで全国29位に輝い
たチュッピー。今年はさら
に上位を目指します。投票
期間は「●月●日から●月●日まで」
【応募方法】　はがきかメールに答えと住所、氏名、電話番号、
市政や広報紙に対するご意見やご要望を明記のうえ、編集室へ。
正解者のなかから 2 人に「そうじゃ消防署カレー」を３個セ
ットで贈ります。
【応募期限】　８月31日㈪
【６月号の答え】　タイムスリップ・ぼんねっとバス
【６月号の当選者】　堀妙子さん（総社三丁目）、野瀨陽子さん（窪木） 

［応募総数 32 件］
【応募先】　総社市役所市政情報課　〒719－1192　中央一丁目１番
１号　□ shisei@city.soja.okayama.jp

人口　67,889 人 （前月比＋ 7人）
　　　（うち外国人登録 744 人　前月比＋ 15 人）
　　　　男　32,991 人（前月比－ 2人）
　　　　女　34,898 人（前月比＋ 9人）
世帯数　25,884 世帯（前月比＋ 22 世帯）

　わたくしたちは、美しい自然と豊かな吉備文化には
ぐくまれている総社市民です。
　このことに誇りと責任をもち明るく豊かなまちをつ
くることにつとめます。
１ 郷土を大切に
　　美しい環境を まもりましょう。
１ 生涯学び
　　明るい家庭を きずきましょう。
１ たがいに助け合い
　　あたたかいまちを つくりましょう。

◎市の花 /れんげ ◎市の木 /もみじ ◎市の鳥 /タンチョウ

総社市消防署伝統の味「そうじゃ消防署カレー」が当たる 人口・世帯数（平成２７年７月１日現在）

市 民 憲 章

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥
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最盛期をむかえたピーマンの収穫

　サントピア岡山総社で開かれた 20 周年創立記
念会。参加者全員で祝いました
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